
 

 

講題 「仏教が語る宿業とは」 

講師 大淵 辰雄先生 

 

 

 

2025 年 第５6 回 

⼥性部会のご案内 
６⽉６⽇(⾦)午後７時〜８⽇(⽇)正午 

【会 場】真宗光明団本部とzoomによる配信 

 

【参加費】１日1,500円（全日程で4,500円） 

         宿泊費 500円  

 

【読書会テキスト】「宿業の諦観」69〜85頁 

『晩年の親鸞』細川巌著（法蔵館） 

 

【申し込み方法】 

真宗光明団ホームページより → 

 

【問い合わせ】ganpon904@ybb.ne.jp   

        （岩本まで） 

テーマ 「善悪と宿業」 

私は暗い、何故に暗いのか。「宿業」
という、⾒えず聞こえず、しかし私に
付きまとうこの者の正体は何なの
か。会話の中にも「これが私の業だか
ら」「業の⼈よね」の声を聞く。教え
には「宿業」は「明るい⾔葉」とある
がよくわからない。私は回りの⼈（⼦
や孫)に正しい宿業観で接しているの
だろうか。「親鸞聖⼈の教えを受けた
⼈はこんな⼈なの」と業の暗さを伝
えているような気がする。親鸞聖⼈
の教えを正しく受け取りたいと願っ
ています。  総務 岩本 智⼦  
副総務 

壱岐 蓉⼦・⼤塚 陽⼦・岡⽥ ⾹ 
 

「真宗の教えに触れている人たちにとって、一番納得のされにくいこと
は何かと言うと、『浄土』と『宿業』ということなのではないですか」
（廣瀬杲先生）と言われるように、この「宿業」という言葉は、私にとっ
て少し遠ざけておきたいもの、自分の課題とはしたくないものでした。 

そのような言葉を、今回、女性部会の総務の皆様がテーマとして掲げて
いただきました。この底深く、これまでの私にとっては「重たい」、皆さ
んにとっても「暗い」かもしれない「宿業」という言葉を、共に考えてみ
たいと思います。 

廣瀬先生のお言葉を借りますと、「宿業」というものが、「自分自身に
とって何であり、また人間生活においていかなる事柄として（私に）かか
わってくるのであろうか」ということであります。 

mailto:ganpon904@ybb.ne.jp


6:30 起床・洗面・清掃 6:30 起床・洗面・清掃

7:00 勤行・朝食 7:00 勤行・朝食

8:30 zoom入室開始 8:30 zoom入室開始
9:00 9:00

講義　② 講義　⑥

9:50 休憩（20分） 9:50 休憩（20分）
10:10 10:10

講義　③ 講義　⑦

11:00 休憩（20分） 11:00 休憩（20分）
11:20 11:20

12:00 11:50 閉講式

昼食・休憩 12:00

13:30 12:30
講義　④

14:20 休憩（20分）
14:40

講義　⑤

15:30 休憩（20分）
15:50

グループ読書会

18:30 17:00
夕食・休憩

19:00 勤行

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

19:00
勤行

19:20 休憩（10分） 19:20
19:30

20:20 休憩（10分） 20:30
20:30

自己紹介

21:20

懇親会・就寝

懇親会・就寝

６月６日（金）

感想発表&讃嘆会

全体座談グループ座談

片付け・解散

2025年　女性部会日程表

６月７日（土） ６月８日（日）

女性部会総会

講義　①

受付・zoom入室開始

（夕食は各自）

　

本年も、女性部会ではテーマ
「善悪と宿業」を掲げて、全国
各地の皆さんと共に、1年間取
り組んできました。
会座では、大淵先生のご講義
を聞かせてもらい、グループで
話し合ったり、読書会では、細
川巌先生のテキストを声に出
して輪読し、感想や疑問を出
し合います。さらに夜には感想
発表の時間を設けています。
最終日には全体座談の時間
もありますので、是非、積極的
にご発言下さい。
一人では考えられないテーマで
すが、皆さんと一緒に様々な
角度から「善悪と宿業」につい
て、深く頂けるとうれしいです。

読書会では、「宿業の諦観」

『晩年の親鸞』 細川巌著

（法蔵館）P69〜85を輪読し
ますが、今回のテーマ「善悪

と宿業」に関する課題図書と

して、『新住岡夜晃選集』第

３巻（法藏館）より「業の持つ

宗教的意義」P247〜255、
また参考図書として、『深い

河』遠藤周作著（講談社文

庫）を挙げています。

感想発表&讃嘆会では、
今回のテーマについて、それ

ぞれに考えたことや感じたこと

などを、参加者の皆さんに自

由に発表してもらいます。


